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訪日外国人利用者数及び利用動態調査
分析仕様
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訪日外国人利用者数及び利用動態調査 分析仕様

調査項目 仕様 備考

調査エリア
阿寒摩周国立公園エリア
知床国立公園エリア
釧路湿原国立公園エリア 合計３エリア

エリアについては次ページを参照ください

期間 4期間 3ヵ月累計 2018年9月～2019年8月

調査時間帯 全日 0時台～23時台に2時間以上滞在者が対象となります

属性 総数
国籍別人数 期間ユニーク人数でカウントします

調査項目 仕様 備考

調査エリア 阿寒エリア
摩周エリア 合計2エリア エリアについては次ページを参照ください

期間 4期間 3ヵ月累計 2018年9月～2019年8月

調査時間帯 全日 0時台～23時台に2時間以上滞在者が対象となります

属性 総数

分析項目

・入国空港
・出国空港
・前滞在
・後滞在
・旅行日数

前・後滞在分析の移動先定義は2時間以上滞在した市区町村と
なります

■滞在分析

■移動・旅行日数分析
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訪日外国人分析 調査エリア

■滞在分析 対象３エリア ■移動・旅行日数分析 対象２エリア
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訪日外国人利用者数の推移
調査結果
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訪日外国人滞在分析 知床国立公園エリアの総数・国籍別人口

季節ごとの訪日外国人を総数・国別に比較した。
最も人数が多くなるのは夏であり、特に台湾・香港・韓国・中国・アメリカ人が大きく増加している。
秋と春は香港からの来訪が多く、冬は中国人の来訪が多く見られる。
◆総数

◆国籍別

約2,200人

約500人

2019年春 2019年夏2018年冬2018年秋
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訪日外国人滞在分析 釧路湿原国立公園エリアの総数・国籍別人口

季節ごとの訪日外国人を総数・国別に比較した。
最も人数が多くなるのは夏であり、特に台湾・韓国・中国・香港人が大きく増加している。
知床と比較すると冬も中国人を中心として増加が見られる。秋と春は知床同様、香港からの来訪が多い。

約2200人

約500人

約1,800人

約450人

約1,500人

◆総数

◆国籍別
2019年春 2019年夏2018年冬2018年秋
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訪日外国人滞在分析 阿寒摩周国立公園エリアの総数・国籍別人口

季節ごとの訪日外国人を総数・国別に比較した。阿寒摩周は、知床、釧路と比較しても最も来訪者が多い。
最も来訪が多くなるのは冬であり、特に台湾・香港・韓国・中国・アメリカ人が大きく増加している。
春は台湾人が増える傾向にあるが、シンガポールからの来訪が年間通して一定数見られた。

約2200人

約500人

約30,000人

◆総数

◆国籍別

約18,700人
約12,700人

2019年春 2019年夏2018年冬2018年秋
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参考）訪日外国人滞在分析 ギャップ分析

モバイル空間統計標準版より2019年8月北海道の訪日外国人国別割合と、釧路、知床、阿寒摩周と比較した。
阿寒摩周、知床、釧路とも台湾が一番多いが、北海道全体では中国次いで韓国が多い状況。
中国と韓国の観光客を増やす伸び代があると考える。

阿寒摩周国立公園エリア
2019年夏

モバイル空間統計標準版
訪日外国人滞在者数 北海道全体

2019年8月 昼時間帯（10時台～17時台）
滞在者数 約79万人

※本データは日別ユニーク集計ですので、
今回の調査とは仕様が異なります。

知床国立公園エリア
2019年夏

釧路湿原国立公園エリア
2019年夏
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訪日外国人利用動態
調査結果
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訪日外国人入国空港分析 阿寒エリアの入国空港

約80％

約10％

約5％

約75％

約11％

約5％

約85％

約9％

約5％

約65％

約14％

約7％

阿寒エリアは入国空港の中で最も多いのが新千歳空港であり全体の約65~85%にあたる。
ついで成田空港、東京国際空港（羽田）となり東京経由での旅行者が約15~21%見られる。
夏・冬は新千歳空港からの入国者割合および出国者割合が他の季節と比較すると低いため、北海道以外も周遊
していると考えられる。
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訪日外国人入国空港分析 摩周エリアの入国空港

約76％

約14％

約7％

約58％

約19％

約9％

約84％

約10％

約5％

約62％

約15％

約7％

摩周エリアも阿寒エリア同様入国空港の中で最も多いのが新千歳空港であり全体の約58~84%にあたる。
ついで成田空港、東京国際空港（羽田）となり東京経由での旅行者が約15～28％見られた。
阿寒エリアと同様に、夏・冬は新千歳空港からの入国者割合および出国者割合が他の季節と比較すると低いた
め、北海道以外も周遊していると考えられる。
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訪日外国人出国空港分析 阿寒エリアの出国空港

阿寒エリアは出国空港の中で最も多いのが新千歳空港であり全体の約69～86%にあたる。
ついで成田空港、東京国際空港（羽田）となり東京経由での旅行者が約12～19％見られる。
阿寒エリアの入国空港とほぼ同じ割合のため、入出国空港と同一とする旅行者が多いと考えれる。

約83％ 約75％ 約86％ 約69％

約10％

約5％

約11％

約5％

約8％

約4％

約13％

約6％
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訪日外国人出国空港分析 摩周エリアの出国空港

約7％

摩周エリアも阿寒エリア同様出国空港の中で最も多いのが新千歳空港であり全体の約59~85%にあたる。
ついで成田空港、東京国際空港（羽田）となり東京経由での旅行者が約15～28％見られる。
摩周エリアの入国空港とほぼ同じ割合のため、入出国空港と同一とする旅行者が多いと考えれる。

約13％

約6％

約19％

約9％

約10％

約5％

約15％

約78％ 約59％ 約85％ 約65％
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訪日外国人移動分析 阿寒エリアの前滞在エリア（期間:冬）

阿寒エリアの前滞在エリアを人数が最も多い冬の期間で考察した。
摩周エリアと比較すると、弟子屈町、音更町、夕張市に滞在してから阿寒に訪れる方が多い傾向が分かる。

※冬以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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訪日外国人移動分析 摩周エリアの前滞在エリア（期間:冬）

摩周エリアの前滞在エリアを人数が最も多い冬の期間で考察した。
阿寒エリアと比較すると、網走市、旭川市、大田区（羽田空港）を経由してから摩周エリアに訪れる方が多い傾
向にある。羽田空港から北海道に来訪し、まず摩周エリアに来訪するといった周遊が一定数あると考えられる。

※冬以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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参考）前滞在エリア（期間:冬）エリア比較

阿寒エリア

摩周エリア



18

訪日外国人移動分析 阿寒エリアの後滞在エリア（期間:冬）

阿寒エリアの後滞在エリアを人数が最も多い冬の期間で考察した。
千歳市、札幌市、小樽市が上位にあり、阿寒エリア滞在の後に札幌や小樽を観光してから新千歳空港より出国
されると考えられる。摩周エリアと比較すると、阿寒エリアの後、旭川町、弟子屈町などへ来訪する人が多い
傾向が分かる。

※冬以外（その他の期間）については、電子データを格納した



19

訪日外国人移動分析 摩周エリアの後滞在エリア（期間:冬）

摩周エリアの後滞在エリアを人数が最も多い冬の期間で考察した。
千歳市、札幌市が上位にあるのは阿寒エリアと同様であるが、釧路市、北広島市に摩周エリアの後に滞在する
人が一定数見られた。

※冬以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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参考）後滞在エリア（期間:冬）エリア比較

阿寒エリア

摩周エリア
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阿寒エリア前後滞在エリア（期間:冬）前後比較

■前滞在エリア

■後滞在エリア

阿寒エリアの前滞在エリア、
後滞在エリアの比較を人数が
最も多い冬の期間で考察した。

釧路市、弟子屈町、音更町、
網走市、といった周辺エリア
に訪れてから阿寒エリアを訪
れる方が多く、その後、札幌、
小樽といった新千歳空港に近
いエリアに滞在してから出国
されるという行動ルートが多
いと考えられる。

※冬以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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摩周エリア前後滞在エリア（期間:冬）前後比較

■前滞在エリア

■後滞在エリア

摩周エリアの前滞在エリア、
後滞在エリアの比較を人数が
最も多い冬の期間で考察した。

釧路市、網走市、といった周
辺エリアに訪れてから摩周エ
リアを訪れる方が多く、その
後、札幌市、小樽といったエ
リアと釧路市、網走市といっ
た前滞在でも現れた周辺エリ
アの2パターンに行動ルートが
分かれると考えられる。

※冬以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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参考）阿寒・摩周前後滞在エリア（期間:冬）比較

■前滞在 ■後滞在

摩周前滞在1・2・3位

1位 釧路市（阿寒） 約5千人
2位 千歳市 約3.8千人
3位 網走市 約2.8千人

1.2.3位合計約1.1万人

阿寒前滞在1・2・3位

1位 千歳市 約1万
2位 釧路市 約8.6千人
3位 弟子屈町（摩周） 約7千人

1.2.3位合計約2.5万人

阿寒
エリア

阿寒後滞在1・2・3位

1位 千歳市 約2万人
2位 札幌市中央区 約1.9万人
3位 小樽市 約1.2万人

1.2.3位合計約5.1万人

摩周後滞在1・2・3位

1位 千歳市 約6.4千人
2位 札幌市中央区 約6.2千人
3位 釧路市（阿寒）約5.4千人

1.2.3位合計約1.8万人

阿寒・摩周エリア前後滞在の上位3エリアを比較した。釧路市を阿寒、弟子屈町を摩周に滞在したと推定した場合、
阿寒については摩周の滞在は前滞在のみ、摩周については前後滞在とも阿寒に滞在の確認ができる。
前後滞在の傾向から阿寒の後滞在数は上位3エリアを合計すると約5.1万人 （重複カウントあり）と前滞在より増え
ており、より周遊があるため、阿寒から摩周へ誘導する施策を行うことで、摩周エリアの訪日外国人が増えると推
測される。

弟子屈町
（摩周）

観客増

摩周
エリア
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訪日外国人旅行日数分析 阿寒・摩周エリアの旅行日数

季節ごとの訪日外国人の旅行日数を比較した。
5日、6日、7日を中心として、10日以上といった⾧期期間の旅行者もある程度あらわれた。
また、4日以下の短期旅行者は殆どおらず、日本人と比較すると旅行日数がかなり⾧いのが特徴である。

■阿寒エリア

■摩周エリア
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国内観光客利用者数及び利用動態調査
分析仕様
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国内観光客分析仕様

調査項目 仕様 備考

調査エリア 阿寒エリア
摩周エリア 合計２エリア

期間 4期間 3ヵ月累計 2018年9月～2019年8月

調査時間帯 全日 0時台～23時台に2時間以上滞在者が対象となります

属性
総数
性年代別 (10歳階)
居住地別（都道府県・市区町村）

対象は国内観光客に限定しております。
2018年9月のみ15歳代～70歳代まで、2018年10月以降
は15歳代～80歳代までを対象としております

移動分析 前滞在分析
後滞在分析

総数のみ
移動先定義は2時間以上滞在した市区町村となります

旅行日数 旅行日数分析 総数のみ
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国内観光客分析 調査エリア
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国内観光客利用者数及び利用動態
調査結果
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国内観光客滞在分析 阿寒エリアの総数・性年代人口

季節ごとの国内観光客数を総数・性年代別に比較した。
最も人数が多くなるのは夏である。最も人数の少ない冬と比較すると約54,000人増加している。
年間通して60歳代の人口が男女ともに一番多かった。

約126,700人

約73,000人

◆総数

◆性年代別

2019年春 2019年夏2018年冬2018年秋
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国内観光客滞在分析 摩周エリアの総数・性年代人口

季節ごとの国内観光客数を総数・性年代別に比較した。
最も人数が多くなるのは阿寒エリア同様夏である。最も人数の少ない冬と比較すると約60,000人増加している。
阿寒同様に年間通して60歳代の人口が男女共多いが、春に40歳代が増えるのが特徴である。

約76,500人

約15,900人

◆性年代別

2019年春 2019年夏2018年冬2018年秋

◆総数



31

国内観光客滞在分析 訪日外国人との比較
季節ごとの国内観光客数と訪日外国人の総数を比較した。国内観光客は夏が多いが、訪日外国人は冬に多い
傾向となっている。夏は日本人、冬は訪日外国人をターゲットにした施策を実施するなど、季節ごとの観光客
を比較し分析することで、効率的な戦略の組み立てが可能となる。

【国内観光客】

阿寒エリア

摩周エリア

【訪日外国人】

阿寒・摩周合算
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国内観光客滞在分析 阿寒・摩周エリアの居住地（都道府県）

阿寒・摩周エリア来訪者の居住地（都道府県）を人数が最も多い夏の期間で考察した。
2エリア共に北海道からの来訪が一番多いが、次いで東京、神奈川、埼玉、千葉といった関東圏、大阪、愛知と
いった主要都市からの来訪も多く見られる。

■阿寒エリア ■摩周エリア
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四国

3%
中国

5% 九州・沖縄

6%

東北

7%

中部

16%

関西

20%

関東

43%

国内観光客滞在分析 阿寒エリアの居住地（八地方区分比較）
阿寒エリア来訪者の居住地（八地方区分）を人数が最も多い夏の期間で考察した。
北海道からの来訪が一番多いが、北海道を除いた場合、関東、関西、中部といった大都市圏
（東京・名古屋・大阪）がある地方からの来訪が多く、観光客数を増やすために重要なエリアと考える。

四国

2%
中国

3%
九州・沖縄

4%
東北

4%

中部

10%

関西

13%
関東

28%

北海道

36%
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四国

1%
中国

3%
九州・沖縄

4%
東北

14%

中部

16%

関西

16%

関東

46%

四国

1%
中国

2%
九州・沖縄

2% 東北

9%

中部

10%

関西

11%
関東

30%

北海道

35%

国内観光客滞在分析 摩周エリアの居住地（八地方区分比較）
摩周エリア来訪者の居住地（八地方区分）を阿寒エリア同様、人数が最も多い夏の期間で考察した。
北海道からの来訪が一番多いが、北海道を除いた場合、関東、関西、中部であった。その他、阿寒エリアと
比較した場合、東北からの来訪も多く見られ、阿寒7％に対して摩周では14％となっている。一方、阿寒の滞在者数は
約12.6万に対して摩周は約7.6万で半減しているから、東北居住者は、阿寒と摩周双方観光しているとも推測できる。

阿寒エリアの居住地（八地方区分比較）
※P33参照
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国内観光客滞在分析 阿寒・摩周エリアの居住地（市区町村）

同じ時期（夏）の阿寒・摩周エリア来訪者の居住地を市区町村まで深堀すると、阿寒エリアは帯広市、摩周エ
リアは旭川市が一番多く、その他札幌を中心に道内からの来訪者が多い。
また、東京は世田谷区、大田区からの来訪者が多く見られる。

■阿寒エリア ■摩周エリア
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国内観光客移動分析 阿寒エリアの前滞在エリア（期間:夏）

阿寒エリアの前滞在エリアを人数が最も多い夏の期間で考察した。
東京都大田区(羽田空港) が一番多く、羽田空港周辺に2時間以上滞在してから訪れる方が多い傾向が分かる。
また、愛知県常滑市(中部国際空港)、大阪府田尻町(関西国際空港)と空港が存在する市が上位にとなっている。
道内では斜里町、弟子屈町、釧路市、網走市などの周辺エリアに滞在してから阿寒エリアに訪れている方が多い。

※夏以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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国内観光客移動分析 摩周エリアの前滞在エリア（期間:夏）

摩周エリアの前滞在エリアを人数が最も多い夏の期間で考察した。
阿寒エリアと同様に、東京都大田区(羽田空港) が一番多く、愛知県常滑市(中部国際空港)、大阪府田尻町(関西国
際空港)と空港が存在する市が上位となっている。道内では阿寒同様、斜里町、弟子屈町、釧路市、網走市などの
周辺エリアに滞在してから訪れている方が多いが、摩周エリアは上位5市が全体の割合の約1/2占めており阿寒エ
リアより上位5市からの来訪の割合が多い。

※夏以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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国内観光客移動分析 阿寒エリアの後滞在エリア（期間:夏）

阿寒エリアの後滞在エリアを人数が最も多い夏の期間で考察した。
千歳市(新千歳空港) が一番多く、帰りに新千歳空港に2時間以上滞在してから、帰る方が多い傾向にある。
また、前滞在で一番多かった東京都大田区(羽田空港)は13位となり帰りは2時間以上滞在しない方が多いことが
分かる。道内では阿寒エリア滞在後、斜里町、釧路市、弟子屈町、などの周辺エリアに訪れている方が多い。
また、摩周エリアで1番多かった釧路市より斜里町の方が多い傾向にある。

※夏以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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国内観光客移動分析 摩周エリアの後滞在エリア（期間:夏）

摩周エリアの後滞在エリアを人数が最も多い夏の期間で考察した。
釧路市が一番多く、その他、斜里町、弟子屈町、大空町、などの周辺エリアに訪れている方が多い。
阿寒エリアは千歳市(新千歳空港)が多かったが摩周エリアは釧路市(釧路空港)が多いと考えられる。
また、阿寒エリア同様、前滞在で一番多かった東京都大田区(羽田空港)は16位であるため、帰りに羽田空港で2
時間以上滞在しない方が多いのが分かる。

※夏以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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阿寒エリア前後滞在エリア（期間:夏）前後比較

■前滞在エリア

■後滞在エリア

阿寒エリアの前滞在エリア、
後滞在エリアの比較を人数が
最も多い夏の期間で考察し
た。

行きは東京都大田区(羽田空
港)、帰りは千歳市(新千歳空
港)の滞在者が多い。
また、前後共に斜里町、釧路
市、弟子屈町といった周辺エ
リアに訪れている方が多かっ
た。

※夏以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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摩周エリア前後滞在エリア（期間:夏）前後比較

■前滞在エリア

■後滞在エリア

摩周エリアの前滞在エリア、
後滞在エリアの比較を人数が
最も多い夏の期間で考察し
た。

行きは羽田空港、帰りは釧路
市(釧路空港)、大空町(女満別
空港)、千歳市(新千歳空港)、
がある市町が上位にきており
帰りの空港が分散される傾向
にある。
また、阿寒エリア同様、前後
共に斜里町、弟子屈町といっ
た周辺エリア訪れている方が
多い。

※夏以外（その他の期間）については、電子データを格納した
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参考）阿寒・摩周前後滞在エリア（期間:夏）比較

■前滞在 ■後滞在

摩周前滞在1・2・3位
1位 大田区 約2.4万人
2位 斜里町 約2.3万人
3位 釧路市 約2.1万人

阿寒前滞在1・2・3位

1位 大田区 約3.3万
2位 斜里町 約3万人
3位 弟子屈町 約2.6万人 阿寒

阿寒後滞在1・2・3位
1位 千歳市 約3万人
2位 斜里町 約2.8万人
3位 釧路市 約2.5万人

摩周後滞在1・2・3位
1位 釧路市 約3.1万人
2位 斜里町 約1.6万人
3位 弟子屈町 約2.6万人

阿寒・摩周エリア前後滞在の上位3エリアを比較した。阿寒・摩周とも共通している点は、
大田区（羽田空港）に前滞在が多いため、羽田空港でのアプローチも観光客を増やす施策として有効と考え
る。
その他、阿寒・摩周の前後滞在とも斜里町（知床）が多く、阿寒、摩周、知床が観光ルートとして推測され
る。

釧路市

阿寒
エリア

弟子屈町

摩周
エリア

摩周

斜里町

知床
エリア
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国内観光客旅行日数分析 阿寒・摩周エリアの旅行日数

■阿寒エリア

■摩周エリア

季節ごとの国内観光客数の旅行日数を比較した。年間通して2日、3日、4日が中心だが、夏は4日をピークとし
て、5日、6日といった⾧期期間の旅行者も一定数いる。性年代構成も含めて考察すると、60歳代を中心に日程
に余裕を持つ層がメインで訪れていると考えられる。
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参考資料
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国内観光客の定義

日々の移動情報を分析した上で、
観光が想定される移動のみを観光客と見なし、統計処理します。

旅行の定義:http://www.mlit.go.jp/common/001118132.pdf

Step2

観光客のみを対象に統計処理

Step1

通勤・通学でない移動のうち、
・片道移動距離80km以上
もしくは、8時間以上

・近隣居住者を除く
の移動を観光客として抽出

※ 観光庁が規定する「旅行の定義」を参考に設定
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参考｜動態統計 人数カウント方法

調査対象期間内のユニーク延べ人数と

日別のユニーク延べ人数の積算値を算出することが可能です。

日別にユニーク延べ人数を算出し、調査対象期間の
日数分積算。同一人物が複数日に跨って滞在した場
合、複数カウント。
（テーマパークのような日ごと消費が伴うケースの調査に有用）

調査対象期間に滞在した、ユニークの延べ人数を算
出。同一の人が複数日にまたがって滞在しても1カウン
ト。
（エリアへのユニーク数のカウントのような調査に有用）

調査対象期間

1日目

滞在

2人

1人

1人

0人

2日目 3日目

滞在 滞在

滞在 滞在

調査対象期間

1日目

滞在

5人

3人

2人

0人

2日目 3日目

滞在 滞在

滞在 滞在

期間内のユニーク延べ人数 日別のユニーク延べ人数の積算値
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